




































































































































































































































6 「第 3 学年の内容―わたしたちの町みんなの町②―」課題としてグループで決めた地域の調査を行い，模造紙に地図を作製する。














































　このグループは「第 6 学年の目標」を中心に置き，旧学習指導要領における「第 6 学年の目標」と改訂
された学習指導要領を比較対象し，共通点と相違点を明らかにしながらキーワードマッピングを行ってい
る。またこれ以前に学習した第 3 学年から第 5 学年までの社会科の目標との関連も考察していることが読
表2　「社会科研究」第14回「第 6 学年の目標と内容」本時の指導
学習活動・学習内容 指導上の留意点
導
入
10
分
準備：あらかじめ『小学校解説』を精読し，ワー
クシートに「社会科の第 6 学年の目標」の部分を
まとめ，その中で特に大切だと思うことを400字程
度で記述しておく。
・前時のワークシートを返却する。
前時での課題指示の際に，大切だと思う部分をキー
ワードの形で抜き出してまとめるよう指示する。
展
開
１　
20
分
「課題の内容を周りの人と共有しよう」
・6 名程度のグループを編成する。
「改めてグループの人と課題の内容を共有しよう」
・『小学校解説』「社会科の第 6 学年の目標」とし
て大切だと思うことを課題の内容に基づいてグ
ループ内で発表する。
・ウォーミングアップとして，課題の内容を周囲
（前後左右）4 名程度で交流する。
・グループが毎回同じ人同士にならないよう，ラ
ンダムにグループを編成する。
・グループ内の意見で，自分の意見と似ているこ
と，自分では気づかなかったことなどについてメ
モを取りながら意見を交流させる。
展
開
２　
40
分
グループワークシート配布
「『社会科の第 6 学年の目標』で大切なことは何か
キーワードマッピングしてみよう」
・キーワードが十分出たら，「大切なこと」を文章
化させる。
・交流した内容に基づきグループで協力してワー
クシートに「社会科の第 6 学年の目標」として大
切なことについてキーワードマッピングを行う。
・タイムキープをしっかり行い経過時間は全体に
適切に伝える。
展
開
３　
25
分
「完成したグループワークシートの内容を共有しよ
う」
・完成したグループワークシートを時計回りで順
繰りに隣のグループへまわし，ワークシートを回
覧する。
・一周したら改めて自分のグループのワークシー
トの記述を確認する。
・1グループ2分間をめどに次のグループにまわ
す。
・他グループのワークシートで共感する所や，自
分のグループで出なかった意見などに注目させる。
ま
と
め
15
分
「授業の振り返りをしよう」
・ワークシートに本時で学んだこと，感想など記
述する。
・次時の予告・課題指示。
・グループでの対話や他のグループワークシート
を閲覧したことで新たにどのようなことを学んだ
かということに注目させる。
学習指導要領の「社会科の第 6 学年の目標」として大切なことは何か，対話を通じて理解を深めよう
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み取れる。グループのまとめを文章化した記述は「社会的事象を具体的且つ広い視野から多角的に考える
こと」と「グローバル化」が重要であるとしている。以上からグループでの対話とキーワードマッピング
を行うことで，学生は小学校第 6 学年の社会科の目標について，他学年との関連性や系統性などを含む多
角的な視点から，総合的に考察することができていると言えるのではないか。
　授業感想文は2017年度の受講者94人中92人が提出した。これを「授業の理解」，「対話・作業などのグ
ループ活動についての評価」などの面から分析を行う。「社会科研究」の授業理解についての評価として
「学習指導要領の社会科の目標についての理解の深まり」についての記述をした学生は50人である。他に
「学びの大切さについての理解，学びの深まり」とした学生が11人，「社会科授業の指導法についての理解
の深まり」について言及した学生は11人で，これら肯定的な評価を記述した学生は計72人（78％）であ
る。
　対話・キーワードマッピングを通してのグループワークシートの作成などのグループ活動に対しては，
様々な感想が寄せられた。本授業のグループ活動を通じて獲得したものについて学生の意見を整理すると
次のようになる（複数意見併記を含む）。
　「意見を表現する力（コミュニケーションする力）の獲得」36人
　「新しい気付，知見の獲得」15人
　「意見をまとめる力の獲得」16人
　「考える力の獲得・考えの広がり」8 人
　「事象を多角的に捉える力の獲得」9 人
　授業の手法について「主体的・主体的・活動的」なことに言及したコメントは 5 人である。注目すべき
は「子供が興味を持つ，私のオリジナルの授業を考えたいと思う」（学生38）など「興味・意欲・関心の
高まり」について12人が記述したことである。以上から，アクティブ・ラーニングを全面的に導入するこ
とで，学生の学びの深まりについて，学習指導要領の目標に則した指標でいえば，「知識及び技能等」，「思
考力，判断力，表現力等」，「学びへ向かう力，人間性等」がより高度化できたと考える。
　また，感想文中に「社会科が苦手である（好きではない・得意ではない）」と記述した学生が10人いた
が，中には「自分で調べたことを皆で共有するのはとても楽しいと思った」（学生17）という学生もいて，
今回の授業手法が一部の学生の教科観を肯定的に変化させることができたのではないかと考えることがで
きる。
6．おわりに（課題と展望）
　今回，授業にグループ対話とグループ活動を中心とした活動を導入することで，学生たちが事象につい
て自ら課題を見出し，その解決を図るための事実認識力や，多面的な思考に基づく価値判断力などを伸ば
すことができたと考える。また，自らの今後の学習への意欲や見込みを持つことができた学習が現れたと
いうことからもアクティブ・ラーニングは効果的な学習であるということはできるが，いくつかの課題も
指摘できる。
　学生の感想文には否定的なコメントもいくつか見られた。グループワークについて「友達がかたよって
しまうと，そこだけで話を進めたりなどこちらに見向きもせずにどんどん進めてしまっていることもあり
ました」（学生 4）というコメントからはグループ編成での課題が明らかになった。毎回ランダムにグルー
プを編成しているが，親しい者同士が集まってしまった場合などにグループ全体への対話に発展しないと
いう問題が生じてしまう。全員が必ず発言することや，一人一人の意見を尊重することをルール化するな
どの対応が必要である。
　「後半同じ流れが続いたことに少しマンネリを感じた」（学生 6）という意見については，特に学習指導
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要領の目標や内容を扱う授業の展開が似たものになっていたための感想であると思われる。これに対して
は以前に学習した他の学年の目標や内容などの成果を活用しながら，授業が進むほどより充実したグルー
プ活動ができるように働きかけることを検討したい。
　「グループワークが非常に多く，周りとコミュニケーションをとることがすごく大変でした。回数を重
ねることに慣れていくであろうと思っていましたが，やはり慣れることはなかなかできなかったです」（学
生11）というコメントもあり，教師が「積極的に」，「主体的に」という指導をしても，学生によってはグ
ループ学習に馴染めない場合があることも課題である。この形態の授業は事前課題の取り組みの差によっ
ても最終的な学びの質は大きく変化する。できるだけ質の高い授業を保証するためには，課題について学
生が主体的に調査し，多くの資料を参照して意見をまとめることが望ましいが，学生によってその取り組
みには差が見られた。学生の個人ワークシートに事前課題の評価をコメントして返却したが，課題の取り
組みに改善の見られない学生もいて，そうした学生への対応が今後の課題である。
資料　第14回「第 6 学年の目標」グループワークシート
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